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Ⅰ はじめに

読書活動は、県民が人生を豊かに生きる上で大切なものであり、文化的で豊

かな社会の構築にも寄与することから、県では、「秋田県民の読書活動の推進に

関する条例」（以下「条例」という。）を制定し、平成２２年４月１日から施行

している。

また、条例に基づき、平成２３年３月に「秋田県読書活動推進基本計画」（以

下「基本計画」という。）を策定し、５年ごとに改定しながら、読書活動の推進

に関する施策を総合的・計画的に進めている。

この報告は、条例第４条第２項に基づき、第３次基本計画により令和７年度

に実施した施策を県議会に報告するため、その概要を取りまとめたものである。

《 読書活動推進体制 》令和７年度

●秋田県読書活動推進基本計画の進行管理

秋田県読書活動推進本部《知事を本部長とし、各部局長で構成》

●有識者意見の聴取

秋田県読書活動推進協議会《有識者等により構成》

●施策の一体的推進 ●市町村との協働による推進

秋田県読書活動推進連絡会 秋田県読書活動推進連絡協議会

《庁内関係１２課所で構成》 《県と２５市町村で構成》

文化振興課 次世代・女性活躍支援課 市町村企画担当課

長寿社会課 障害福祉課 市町村教育委員会読書活動推進担当課

教育庁総務課 幼保推進課 義務教育課 県観光文化スポーツ部文化振興課

高校教育課 特別支援教育課 生涯学習課 県教育庁総務課

図書館 生涯学習センター 県教育庁生涯学習課

◎事務局

秋田県読書活動推進本部

（秋田県観光文化スポーツ部文化振興課読書活動・文化芸術推進チーム）

○ 秋田県民の読書活動の推進に関する条例【抜粋】

（県民読書活動推進基本計画)

第四条 県は、県民の読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推

進を図るため、県民の読書活動の推進に関する基本的な計画(以下「基本

計画」という。)を策定するものとする。

２ 県は、毎年、基本計画により実施した施策を議会に報告するものとする。

３ 県は、必要があると認めるときは、基本計画を変更するものとする。
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Ⅱ 第３次基本計画の概要と施策推進状況

１ 第３次基本計画の概要

○計 画 期 間 令和３年度から令和７年度までの５年間

○基 本 目 標 「生涯にわたって読書に親しみ、心豊かに」

○施策の４つの柱 １ 家庭における読書活動の推進

２ 学校における読書活動の推進

３ 地域・職場における読書活動の推進

４ 関係機関等との協働による読書活動の推進

代 ■各世代を通じて「読書が好きだ」と答える県民の割合

表 ：（Ｒ７）８０％以上

指 ■各世代を通じて１日３０分以上読書をしている県民の割合

標 ：（Ｒ７）７０％以上

２ 施策推進状況

○ 県では、条例に基づき、第１次基本計画（平成２３年度～２７年度）によ

り、県民の読書活動の推進に取り組み、「県民読書の日」の制定や県民参加の

読書活動を展開した。

また、市町村立図書館や公民館図書室、学校図書館を拠点とする地域の読

書環境の充実に努めたほか、全市町村で「子ども読書活動推進計画」を策定

するなどの成果を上げてきた。

○ 第２次基本計画（平成２８年度～令和２年度）では、「家庭」、「学校」、「職

場」、「地域」という県民の生活の場に応じて、県民の共感を高めながら施策

を展開し、読書環境の整備としてスーパーやコミュニティスペースなど県民

の身近な所に図書コーナーを設置する取組や、人づくりとして読書活動に携

わるボランティアの育成等を進めた。

また、県公式ウェブサイトやＳＮＳ等を活用して読書に関する様々な情報

を発信し、県民の読書意欲を喚起した。

○ 第３次基本計画（令和３年度～７年度）では、読書は習慣付けが重要であ

ることから、特に子どもの読書活動を積極的に推進するとともに、県民のラ

イフステージ等に応じて、勉学、仕事、余暇活動など生活の様々な場面で気

軽に読書をすることができる環境を整備するなど、基本目標である「生涯に

わたって読書に親しみ、心豊かに」の達成に向けた施策を展開している。
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Ⅲ 読書活動推進のための施策

１ 家庭における読書活動の推進

（１）県立図書館の利用促進に向けた体制の整備

① 各世代に対応した読書環境の整備

「子育て情報コーナー」、「えほんのへや」、「teens'コーナー」、「シニアコ

ーナー」、「ビジネス支援コーナー」等のコーナーを整備し、各世代の読書の幅を

広げるよう努めた。各コーナーで月単位の図書展示を行ったほか、夏休み期間中に

調べ学習資料を集めたミニ展示を実施する等、時期に応じた資料提供を行い、図書

館利用の促進を図った。

❖参考ＤＡＴＡ

県立図書館の年間購入冊数： （Ｒ７）１２，７０６冊

県立図書館の新規登録者数： （Ｒ７）１，３５４人

県立図書館の年間個人貸出冊数：（Ｒ７）３３９，８２４冊

▲えほんのへや絵本展示 ▲ ビ ジ ネ ス 支 援 コ ー ナ ー ▲生活支援コーナー(シニア)

② 県民の読書ニーズに対応できるサービス機能の強化

多様な読書ニーズや調べ物に対応するため、各分野の参考資料等の充実を図った

ほか、問い合わせ内容に的確に対応できるよう、職員研修を実施してサービス体制

の整備を図りレファレンス・サービス機能の強化に努めた。また、ホームページで

実際のレファレンス事例を紹介する等、サービスの周知に努めた。

※レファレンス・サービス

図書館で、資料・情報を求める利用者に対して行われる文献の紹介・提供等のサー

ビス。

❖参考ＤＡＴＡ

「レファレンス・サービスを知っている」と答える利用者の割合

※利用者アンケートは、令和８年度に実施予定（隔年実施）

「レファレンス・サービスに満足している」と答える利用者の割合

※利用者アンケートは、令和８年度に実施予定（隔年実施）
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③ 「秋田県立図書館デジタルアーカイブ」の活用促進

県内３施設が所蔵している資料等の情報を「秋田県／図書館・公文書館・文学資

料館デジタルアーカイブ※」により一元的に検索できるようアップロードを進め、

県民への情報提供サービスを行った。

※秋田県／図書館・公文書館・文学資料館デジタルアーカイブ

県立図書館、県公文書館、あきた文学資料館の３施設が所蔵する資料の目録や画像情

報を一元的に検索できるポータルサイト。

秋田県／図書館・公文書館・文学資料館デジタルアーカイブ▶

❖参考ＤＡＴＡ

登録データ数（累計）：（Ｒ７）６１５，０３１件

閲覧件数： （Ｒ７）５４，８７９件

④ ウェブサイトやＳＮＳを活用した情報発信

県立図書館の利用促進を図るため、図書館のサービスやイベント等の情報をウェ

ブサイトやFacebookを活用して定期的に発信し、図書館の利用促進を図った。

また、より幅広い世代へ情報発信を行うため、令和８年３月からInstagramを開

始した。

❖参考ＤＡＴＡ

県立図書館ウェブサイトのアクセス数： （Ｒ７）２６０，５８１件

県立図書館Facebookページのフォロワー数：（Ｒ７）２２２人

▲県立図書館ホームページ

▲SNSの広報
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（２）子どもの読書習慣づくり

県立図書館では「えほんのへや」と小学生向けの「調べ学習コーナー」を整備し、

季節やテーマに合わせた月替わりの絵本を展示・貸出するなど、子どもの読書のきっ

かけづくりに努めた。

「えほんのへや」では、県子ども読書支援センター※の支援員（読書ボランティ

ア）による絵本の読み聞かせ「おはなしタイム※」と、子どもの読書に関する「読書

相談※」を開催し、訪れた親子にお薦めの絵本を紹介するなど積極的に対応した。

こども家庭庁が実施している「こどもまんなかアクション」の一環として取り組ん

でいる「すこやか読書応援タイム※」を継続実施し、子どもや子育て中の方が気兼ね

なく利用できる環境づくりに努めた。

※県子ども読書支援センター

子どもの読書活動に関する広報、啓発、調査研究活動や各種イベントの開催を行うこ

とを目的に県立図書館内に設置されている。読書ボランティア団体や学校図書館、幼

稚園・保育所・認定こども園等を対象に読み聞かせ資料の貸出し等も行っている。

※おはなしタイム 毎月第１・３日曜日 午後１時半～午後３時半

※読書相談 毎月第１・３日曜日、毎週木曜日 午後１時～午後４時

※すこやか読書応援タイム 毎月第１・３日曜日 正午～午後５時

❖参考ＤＡＴＡ

読書相談件数： （Ｒ７）３３２件

おはなし会実施回数：（Ｒ７）２４回

おはなし会参加人数：（Ｒ７）４７６人

▲おはなしタイム ▲支援員作成おすすめ本リスト

（３）児童会館での子どもの読書活動の推進

県子ども読書支援センターが県児童会館図書室に児童書の貸出しを行ったほか、子

ども読書アドバイザーが定期的に県児童会館図書室の運営に関する相談等の支援を行

い、子どもの読書に親しむ環境の整備を行った。

❖参考ＤＡＴＡ

資料貸出冊数：（Ｒ７）４１２冊
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（４）読み聞かせにお薦めの絵本の紹介

親子の読み聞かせを通じて読書の楽しさを広げるため、０歳から小学校低学年まで

の児童を対象とした読み聞かせに適した絵本を選定し、「あふれちゃんのえほんば

こ」として推奨するとともに、毎週土曜日の秋田魁新報読書欄やあきたの結婚・子育

て応援情報ウェブサイト「いっしょにねっと。」、Instagram「いっしょにこそだて

あきた」や「あきたブックネット」等で紹介したほか、県児童会館の図書室で選定絵

本の貸出しを行った。

▲県 児 童 会 館 ２ Ｆ 図 書 室 で

貸 出 し を 行 っ て い る 絵 本

▲あふれちゃんのえほんばこ２０２５

（５）生涯学習としての読書活動の奨励

県民の総合的な生涯学習講座「あきたスマートカレッジ」の中で、文学講座を３回

開催し、テーマに沿った作品を紹介するとともに、県立図書館にコーナーを設けても

らうなど、連携した取組も行った。

また、講座受講者が中心となって運営している自主学習グループが、読書に関する

講座を開催した。

▲ 県 立 図 書 館 の 特 設 コ ー ナ ー

（６）高齢者などへの読書支援

「大活字本コーナー」では、小さな活字が読みづらい方のために、大きな活字（大活
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字）で書かれた本を置いているほか、拡大鏡、老眼鏡、リーディングルーペ等の館内

貸出しも行っている。

活字による読書が困難な高齢者等をサポートするボランティア活動は、リピーター

が定期的に利用するなど、一定の需要がある。

（７）「あきたブックネット」（ウェブサイト、ＳＮＳ）による情報発信

若者を中心とした県民の読書意欲を喚起するため、Ｘ（旧Twitter）やウェブサイ

トを活用し、公立図書館及び書店等の取組を取材した「まち＆ＢＯＯＫＳ」や、本に

関連した特長のある取組を行っている「まちなかＢＯＯＫリーダー」を発信したほ

か、秋田県議会議員や各分野で活躍している人の「私の一冊」を紹介した。

また、読書に関する様々な情報を随時Ｘ（旧Twitter）で提供し、県民の意識啓発

や関係機関との連携を図った。

▲秋田県ブックリーダーによる「私の一冊」

❖参考ＤＡＴＡ

Ｘ（旧Twitter）「あきたブックネット」のアクセス数：（Ｒ７）２９０，６８１件

▲まちなかBOOKリーダーの取組を
X （ 旧 T w i t t e r ） で 紹 介

▲本 に 関 連 し た お 店 の 取 組 を
X （ 旧 T w i t t e r ） で 紹 介
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２ 学校における読書活動の推進

（１）幼稚園、保育所、認定こども園等

幼稚園、保育所、認定こども園等における読み聞かせの促進

幼稚園、保育所、認定こども園等の訪問時において、教材としての「絵本」の意義

の確認のほか、子どもが喜んで「絵本」に関わるための環境の構成や援助の在り方の

サポートなど、各施設の状況に応じた指導・助言を行った。

また、新規に採用された保育士等を対象に、絵本のもつ役割や読み聞かせへの意義

等への理解を深められるよう、子どもの発達や興味・関心に応じた意図のある選書、

絵本に込められた作者・画家の思いや背景を理解する必要性、子どもにとっての絵本

の読み聞かせが生み出す効果や重要性等を学ぶ研修を実施した。

○新規採用者研修

開 催 日 令和７年１１月１１日（火） 総合教育センター

講 師 田丸 美穂氏（県子ども読書支援センター・子ども読書アドバイザー）

参加者数 １１３名

❖参考ＤＡＴＡ

新規採用者研修受講者の肯定的評価：（Ｒ７）９４．０％

（２）小学校、中学校、高等学校等

① 子どもの発達の段階に応じた読書活動の推進

ア 小・中学校における取組

教科等の学習における学校図書館の活用や教育活動における読書活動の充実が

図られるよう、学校訪問等により指導・援助を行った。

また、１人１台端末の活用によるデジタル読書記録、全校「家読の日」の設定

（毎週水曜日）、ポップコンクール、ブックトーク集会等、児童・生徒の発達の

段階に応じた読書活動の推進に関わる先進的な取組について情報提供を行うこと

で、各学校での読書活動を支援した。

❖参考ＤＡＴＡ

「読書が好き」と答える児童の割合（小学校６年生）：（Ｒ７）７２．８％

「読書が好き」と答える生徒の割合（中学校３年生）：（Ｒ７）６７．８％
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イ 高等学校における取組

読書への意識啓発と図書委員会※の主体的な活動の充実を図るとともに、家庭

科の学習等において、絵本の読み聞かせの実習を奨励するなど、将来、親にな

ったときに子どもに読み聞かせをする意義について理解を深める取組を行った。

図書館活性化モデル校の先進的な取組について、協議会等で情報共有を図る

とともに、学校訪問の機会に情報提供を行い、各校の読書活動を支援した。

※図書委員会

生徒会活動の一つで、学校図書館に関する活動を行う委員会。

❖参考ＤＡＴＡ

１か月に１回以上学校図書館を利用する生徒の割合：（Ｒ７）２４．１％

１か月に本を１冊以上読む生徒の割合： （Ｒ７）５１．９％

ウ 特別支援学校における取組

児童生徒が自分から本に興味をもつような

読書環境や読書活動の充実に向けて、学校訪

問等で読書活動の大切さや意義について情報

提供した。

各校では、お薦め本の掲示やポスターの作

成、読書感想・絵画コンクール、ビブリオバ

トルの実施など、読書環境や読書活動の充実

を図った。

また、ボランティア団体による読み聞かせ ▲地域の方による読み聞かせ

など、本を活用した地域の方々との交流を通

して、本に興味をもち、親しむ機会をつくっ

た。

❖参考ＤＡＴＡ

校内の読書環境の整備と改善に毎月取り組んでいる学校の割合：（Ｒ７）７１．４％

図書を活用した他の学校や地域の人々との交流により、本に親しんだ幼児・児童・生徒の

割合 ：（Ｒ７）３４．２％

② 「ビブリオバトル」の普及と大会開催

中高生を対象に、コミュニケーションによって本の面白さや魅力を共有し、読書

のきっかけづくりとするため、発表者（バトラー）が紹介したお薦め本の中から、

「一番読みたくなった本（チャンプ本）」を参加者全員の投票で決める「ビブリオ

バトル」を行った。

１０月から１１月にかけて県内７か所で開催し、１１月２９日（土）に地区大会
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を勝ち抜いた生徒たちによる県大会を開催した。いずれの大会でも発表者（バトラ

ー）と参観者との活発なディスカッションにより盛り上がりをみせた。県大会参観

者を対象としたアンケートでは「新しい本・人との出会いがあり幸せな時間を過ご

すことができた」「どの発表も工夫されていて引き込まれた」「秋田県に、こんな

に読書や本について熱く語れる子どもたちがいることをとても嬉しく思う」などの

好意的な意見が多く寄せられた。

また、１１月２日（日）に開催された「読書の杜トークライブ」で前年度の動画

の放映や過去のチャンプ本等の展示を行ったり、県の公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネ

ル「ＷｅｂＴＶあきた」で県大会の様子を配信したりするなど、ビブリオバトルの

周知や読書活動の推進に努めている。

さらに令和７年度から、小学生を対象に、読書への意欲やビブリオバトルへの関

心を高めるため、お薦めしたい本のポップを募集し、ビブリオバトルの会場で展示

・投票を行う「小学生ポップバトル」や、お薦めしたい本について紹介し合う「み

んなでビブリオスピーチワークショップ」を開催している。

○ビブリオバトル開催状況

〈地区大会〉 出場者合計 ６２名（中学生４０名、高校生２２名）

地区 月日 会場 出場者数

北鹿 １０月２６日（日） 大館市立栗盛記念図書館 中学生 ７名、高校生 ４名

能代 １１月 ２日（日） 能代市立能代図書館 中学生 ４名、高校生 ３名

秋田 １０月１８日（土） ふれあーるＡＫＩＴＡ 中学生 １名、高校生 ７名

由利本荘 １０月１３日 由利本荘市文化交流館カダーレ 中学生 １名、高校生 ０名

（月・祝）

大仙 １０月２６日（日） 大仙市仙北ふれあい文化センター 中学生 ８名、高校生 ３名

横手 １０月２５日（土） 横手市生涯学習館Ａｏ－ｎａ 中学生 ８名、高校生 １名

湯沢 １１月 ９日（日） 湯沢市役所 中学生１１名、高校生 ４名

▲ビブリオバトル秋田県大会に出場した中高生バトラー

◀ 美の国あきたネット内「ビブリオバトル in AKITA」

（https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/61788）
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〈秋田県大会〉 １１月２９日（土） 秋田拠点センターアルヴェ

各地区大会代表の１３名（中学生７名、高校生６名）が出場

中学生チャンプ、高校生チャンプは、ビブリオバトル全国大会（活字文化推進会

議主催）への出場権を獲得

○ビブリオバトル 2025 in AKITA（秋田県大会）で紹介された本

【中学生の部】

「さくらのまち」（三秋 縋／著 実業之日本社）チャンプ本

「カラスの親指」（道尾 秀介／著 講談社）準チャンプ本

「恋とか愛とかやさしさなら」（一穂 ミチ／著 小学館）

「二番目の悪者」（林 木林／作 小さい書房）

「不便なコンビニ」（キム・ホヨン／著 小学館）

「アルジャーノンに花束を」（ダニエル・キイス／著 早川書房）

「三日間の幸福」（三秋 縋／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ）

【高校生の部】

「クローズドサスペンスヘブン」（五条 紀夫／著 新潮社）チャンプ本

「水たまりで息をする」（高瀬 隼子／著 集英社）準チャンプ本

「暇と退屈の倫理学」（國分 功一郎／著 新潮社）

「キラキラネームが多すぎる 元ホスト先生の事件日誌」

（黒川 慈雨／著 宝島社）

「８番出口」（川村 元気／著 水鈴社）

「僕はロボット越しの君に恋をする」（山田 悠介／著 河出書房新社）

○小学生ポップバトル開催状況

〈地区大会〉 応募点数合計 １６０点（応募校数合計 ２６校）

地区 月日 会場 応募校数 応募点数

北鹿 １０月２６日（日） 大館市立栗盛記念図書館 ５校 ３２点

能代 １１月 ２日（日） 能代市立能代図書館 ５校 ４６点

秋田 １０月１８日（土） ふれあーるＡＫＩＴＡ ９校 ２７点

由利本荘 １０月１３日 由利本荘市文化交流館カダーレ ４校 １８点

（月・祝）

大仙 １０月２６日（日） 大仙市仙北ふれあい文化センター ２校 ２４点

横手 １０月２５日（土） 横手市生涯学習館Ａｏ－ｎａ １校 １３点

〈秋田県大会〉 １１月２９日（土） 秋田拠点センターアルヴェ

各地区で優秀賞を獲得した小学生の作品を展示

○小学生ポップバトル 2025 in AKITA（秋田県大会）で紹介された本
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「かがみの孤城」（辻村 深月／著 ポプラ社）最優秀賞

「りんごかもしれない」（ヨシタケシンスケ／作 ブロンズ新社）審査員特別賞

「だれもみえない教室で」（工藤 純子／著 講談社）

「西の魔女が死んだ」（梨木 果歩／著 新潮社）

「２分の１成人式」（井上 林子／著 講談社）

「炎炎ノ消防隊 悪魔的ヒーロー登場」（大久保 篤／原作・絵 講談社）

○みんなでビブリオスピーチワークショップ開催状況

参加者合計 ３４名（小学生１８名、保護者１６名）

地区 月日 会場 参加者数

県北 ９月２１日（日） 鹿角市文化の杜交流館コモッセ 小学生 ６名、保護者 ６名

県央 ７月２７日（日） 県立図書館 小学生 ５名、保護者 ３名

県南 ８月 ３日（日） 大仙市立大曲図書館 小学生 ７名、保護者 ７名

（３）学校図書館

① 学校図書館の活性化支援

ア 学校訪問による読書活動支援

小・中学校・義務教育学校、高等学校、特別支援学校合わせて６校の学校図書

館を訪問し、学習活動の支援の在り方や校内の推進体制について指導・助言を行

うとともに、特徴的な実践例の紹介や改善のための情報提供を行った。

イ 担当教職員等への研修による支援

小・中学校・高等学校の司書教諭や学校司書等を対象とした研修会に読書活動

指導監等を派遣し、研修支援を行った。

② 県立図書館の学校図書館等への支援

ア 学校図書館の環境整備と研修機会の提供

学校図書館支援用の図書セット資料について、高等学校・特別支援学校の図書

担当者からリクエストを受けて更新を行い、児童・生徒の読書環境を整備したほ

か、生徒の学習等に必要な図書の貸出しリクエストにも個別に応じた。

また、学校図書館の担当職員・図書委員に向けた研修や学校図書館訪問を行

い、学校図書館の活用が進むよう継続した支援を行った。

○学校図書館職員等研修会

開 催 日 令和７年７月３０日（水）オンラインでの開催

内 容 「図書館の資料展示方法と工夫」、参加校の情報交換

参加者数 教職員・生徒合計 １３名

❖参考ＤＡＴＡ

学校図書館への年間貸出冊数：（Ｒ７）１６，７４１冊
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イ 図書館利用と読書への興味・関心を高める取組

小・中・高等学校、特別支援学校のセカンドスクール的利用※では、仕事体験

を通して図書館の役割について理解を深めるとともに、自身のおすすめ本のＰＯ

Ｐを製作するなど読書に対する関心を高める取組を行った。

※セカンドスクール的利用

児童・生徒が学校を離れた場所で、様々な自然体験や社会体験を行う授業で、図

書館においては、図書館職員の仕事の体験を行う。

❖参考ＤＡＴＡ

「セカンドスクール的利用等の取組に満足した」と答える児童・生徒・学生の割合

：（Ｒ７）８９．３％

「図書館の仕事・役割を理解した」と答える児童・生徒・学生の割合

：（Ｒ７）９６．４％

▲セカンドスクール的利用（職場体験） ▲セカンドスクール的利用

（本の紹介ＰＯＰ製作）

▲学校図書館職員等研修会

（オンライン開催）

▲学校図書館訪問
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３ 地域・職場における読書活動の推進

（１）市町村

① 市町村立図書館等の機能の充実に向けた支援

ア 資料貸出しや情報提供による支援

県立図書館では、市町村立図書館等からの予約資料の貸出しに対応したほか、

テーマ展示等に活用できる図書セットや高齢者向けの大活字本セットを提供する

ことで、住民の図書館利用や読書活動を支援した。

また、市町村立図書館等を訪問して図書館運営・サービスに関する相談への助

言等を行った。

❖参考ＤＡＴＡ

市町村立図書館等の年間個人貸出冊数：（Ｒ７）２，１０８，４７８冊

市町村立図書館等への年間貸出冊数： （Ｒ７）１５，８７７冊

市町村立図書館等の相談件数： （Ｒ７）１０３件

◀ セットを活用した

図書館内の展示 ▶

イ 市町村立図書館等職員の育成

集合研修では、初任者研修のほか、郷土に関するレファレンス、ジャパンサー

チ（国立国会図書館が提供するデジタルデータのプラットフォーム）活用法、図

書館の魅力発信についての意見交換等、社会の変化やニーズに対応したテーマで

研修を行った。

派遣研修では、資料の収集と蔵書構成、レファレンス・ツール、ブックトーク

の仕方等のメニューを用意し、市町村立図書館からの要望に応じて実施した。

❖参考ＤＡＴＡ

「満足した」と答える参加者の割合：（Ｒ７）１００．０％
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▲初任者研修会（レファレンス基礎） ▲職員研修会（ジャパンサーチ活用講座）

ウ 課題解決のための読書や図書館利用の促進

県立図書館や市町村立図書館等において、ビジ

ネス、健康、介護、法情報など生活や仕事に関す

る課題や、地域課題の解決に向けた資料整備によ

り関連コーナーの充実を図るとともに、関連セミ

ナーを開催した。

また、市町村立図書館等に対し、他館で実施さ

れている課題解決支援サービスについての情報提

供を行った。 ▲県立図書館閲覧室内にある

「 健 康 情 報 コ ー ナ ー 」

❖参考ＤＡＴＡ

「取組を知っている」と答える利用者の割合

※利用者アンケートは、令和８年度に実施予定（隔年実施）

「取組に満足している」と答える利用者の割合

※利用者アンケートは、令和８年度に実施予定（隔年実施）

市町村立図書館等のサービス実施館数：（Ｒ７）５９館

② 「子ども読書の日」の周知と取組の推進

４月２３日の「子ども読書の日」啓発ポスターを幼稚園や

学校、社会教育施設等に配付して周知を図るとともに、各市

町村に対し「こどもの読書週間」における子どもが読書に親

しむイベントの実施を働き掛けた。

２０２５年度「子ども読書の日」ポスター►
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※子ども読書の日

「子どもの読書活動の推進に関する法律」で４月２３日が「子ども読書の日」と定め

られている。

これは、シェイクスピア（イギリス）とセルバンテス（スペイン）の命日である４月

２３日をユネスコが「世界・本と著作権の日」と宣言していることにちなむ。

❖参考ＤＡＴＡ

実施市町村数と取組件数：（Ｒ７）２０市町村１２３件

（２）民間団体

① 読書ボランティア等への支援

市町村立図書館や学校図書館等におい

て読み聞かせを行うボランティア等を対

象に、読み聞かせを通した触れ合いの大

切さや読み聞かせの方法についての出前

講座（あきた県庁出前講座「読み聞かせ

を楽しもう」）を５回実施した（のべ受

講者９２名）。

出前講座では、受講後の活動に役立つ

よう、読み聞かせに適した絵本を紹介した

リーフレット「あふれちゃんのえほんばこ」（県次世代・女性活躍支援課作成）

や、県子ども読書支援センターが作成したおすすめ本リスト等について紹介した。

② 読み聞かせ団体等への活動支援

県内の読み聞かせ団体等の活動を支援するため、県立図書館と県子ども読書支援

センターからボランティア団体等へ資料を貸し出した。

❖参考ＤＡＴＡ

県立図書館からボランティア団体等への資料貸出し：（Ｒ７）８５９冊

県子ども読書支援センターからボランティア団体等への資料貸出し

：（Ｒ７）５，９０７冊

▲子ども読書支援センター資料 ▲様々な種類の読み聞かせ資料
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４ 関係機関等との協働による読書活動の推進

（１）秋田県読書活動推進連絡協議会の充実

「秋田県読書活動推進連絡協議会」の全体会及び県南地区会議を開催し、県民の読

書環境の充実に向けた意見交換や優良事例の共有を行い、県と市町村が協働して地域

における読書活動の推進に取り組んだ。

○令和７年度秋田県読書活動推進連絡協議会の概要

［構成］ 市町村 企画担当課長、教育委員会読書活動推進担当課長

県 文化振興課長、教育庁総務課長、生涯学習課長

［活動］ 全体会 令和７年６月２０日（金） 県庁総合庁舎

県南地区会議 令和７年８月６日（水） 横手市立横手図書館

［役員］ 会長 文化振興課長

副会長 大館市生涯学習課長、にかほ市立図書館こぴあ館長、

羽後町立図書館長（任期２年）

（２）秋田県読書活動推進協議会の開催

令和７年度は第４次基本計画の策定年にあたり、関係者の意見を参考とする必要が

あることから、外部委員による「秋田県読書活動推進協議会」を設置し、意見を聴き

ながら策定を行った。

○令和７年度秋田県読書活動推進協議会の概要

［体制］ 中尾 信一（秋田大学教育文化学部准教授）【学識経験者】

加賀谷龍二（秋田県書店商業組合理事長） 【事業者】

高橋 秀明（横手市教育総務部図書館課長）【市町村】

木村加奈子（まちなかＢＯＯＫリーダー・絵本セラピスト）【民間】

［活動］ 令和７年 ４月 第１回協議会

基本計画の策定について

令和７年１０月 第２回協議会

基本計画の項立て及び指標について

令和７年１１月 第３回協議会

基本計画素案について

令和８年 １月 第４回協議会（書面協議）

基本計画（案）について

（３）視覚障害者等の読書環境の整備の推進

① 視覚障害者等の図書館利用に係る体制の整備

県立図書館内の読書バリアフリー環境の整備を進めるため、マルチメディアデイ

ジー図書※、ＬＬブック※、さわる絵本、点字絵本、大活字本等を整備し関連資料

の充実を図った。

また、従来からのサピエ図書館※に加えて新たに「みなサーチ※」に登録し、視覚

障害のある方や活字による読書が困難な方に対するサービスの拡大を図った。
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※デイジー図書

デイジー（ＤＡＩＳＹ）とは、「Digital Accessible Information System」の略で、

デジタル録音図書の国際標準規格のこと。デイジー図書は、通常の印刷物を読むこと

が困難な視覚障害者等を対象に、カセットテープに代わるものとして、この規格によ

り開発されたデジタル録音図書。

※ＬＬブック

簡単な言葉や絵・写真を多く使ったやさしく読みやすい本

※サピエ図書館

全国視覚障害者情報提供施設協会が運営。インターネットを通して、点字図書や録音

図書をダウンロードして読むことができる。

※みなサーチ

正式名称：国立国会図書館障害者用資料検索。国立国会図書館が提供する、サピ

エ図書館をはじめとする国内関係機関の障害者向け資料を一元的に検索できるサービ

ス。

❖参考ＤＡＴＡ

「障害者サービスを知っている」と答えた利用者の割合

※利用者アンケートは、令和８年度に実施予定（隔年実施）

障害者サービス利用登録者数（累計）：（Ｒ７）３人

▲県立図書館閲覧室内のＬＬブックコーナー ▲デイジー図書閲覧席

② 視覚障害者等の秋田県点字図書館の利用に係る体制の整備

障害者の読書機会の充実を目指して、県点字図書館においてボランティアを中心に点

字図書や音声図書等の製作を行い、視覚障害者への図書提供サービスの向上に努め

た。

❖参考ＤＡＴＡ

点字図書・音声図書等の製作数・貸出数（Ｒ７）

製 作 点字図書 ：１３７タイトル 音声図書 ： １６６タイトル

貸出し 点字図書 ：３２７タイトル 音声図書 ：５，２７０タイトル

定期刊行物：９，０００タイトル
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（４）大学図書館と県立図書館の連携強化

県立図書館と相互協力協定を締結している大学図書館（秋田大学・秋田県立大学・

国際教養大学）との間で、各館の所蔵資料を利用者が活用できるよう、相互貸借を推

進した。

また、オンライン会議システムを活用して各施設の情報や最新の話題等を共有し、

相互に情報交換を行った。

❖参考ＤＡＴＡ

大学図書館との相互貸借の年間貸出冊数：（Ｒ７）１９２冊

大学図書館との相互貸借の年間借受冊数：（Ｒ７） ３９冊

（５）県内の大学等との連携

大学生等の読書への興味・関心を高めるため、県内の各高等教育機関に向けて、読

書関係のイベントや文芸公募事業のチラシを送付した。

（６）外部機関等と連携した図書館利用促進

県立図書館の情報提供機能を一層充実させるため、県の関係機関等と連携した展示

等を行った。

また、県立図書館の所蔵する資料が、県立図書館以外でも利用できるよう連携先の

団体へ貸出しを行い、県立図書館コーナーの設置や定期的な図書の展示等を行った。

❖参考ＤＡＴＡ

外部機関等への貸出冊数：（Ｒ７）２，８８６冊

イベントの開催回数： （Ｒ７）４４回

▲近代美術館と連携した特別展示「四季を描く」

遊学舎への貸出し・展示 ▶

（７）「県民読書の日」の啓発

○「第１２回ふるさと秋田文学賞」の実施

県民の読書に親しむ気運を高めるため、１１月１日の「県民読書の日」記念事業

として創設された「ふるさと秋田文学賞」を実施し、受賞作品集を刊行した。
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受賞作品はウェブサイト「あきたブックネット」上にＰＤＦで掲載したほか、あ

きたブックネット公式YouTubeチャンネル上では、受賞作品をオーディオブック形

式で公開し、より多くの県民が作品に親しめる機会を設けた。

また、秋田をテーマとするこの賞にちなみ、県立図書館で６月５日から７月１５

日まで、作品で取り上げられた観光地のポスターや市町村観光パンフレットと共

に、受賞作品のパネルや選考委員の著作物等を展示した。

▲県立図書館との連携展示

○トークライブイベントの実施

「県民読書の日」に合わせた１１月２日、脚本家としての活動のほか、映画監督

やエッセイの執筆など多岐に渡って活躍されている北川悦吏子さんをゲストに迎え

「読書の杜トークライブ」を開催した。

なお、トークライブイベントに参加できなかった県民のために、イベント中は特

設サイト「let's be 読書の杜あきた」でその様子を動画配信し、イベント終了後

は、新聞紙上や特設サイト上にその概要を掲載した。

また、イベント会場では、市町村・読書団体の取組紹介や本の交換会ブースを設

置するなど、読書に関する多様な催事を行った。

●受賞作品
【小説の部】
《ふるさと秋田文学賞》
へなが 髙山 准（秋田県秋田市）

《同 佳作》
流木と悪魔 位ノ花 薫（栃木県宇都宮市）
ピュア 雛 （神奈川県藤沢市）

【エッセイ・紀行文の部】
《ふるさと秋田文学賞》
対象作品なし

《同 佳作》
フラッシュバック 畠山 ルミ子（秋田県秋田市）

第１２回ふるさと秋田文学賞受賞作品集▲

●応募状況
応募作品数 １８７点
（小説１００点 エッセイ・紀行文８７点、県内５３点 県外１３４点）
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▲読書の杜トークライブ ▲市町村の取組を紹介した展示

❖参考ＤＡＴＡ

「県民読書の日」を知っていると答える参加者の割合：（Ｒ７）７８．８％

（８）「秋田県読書フェスタ」の開催

１１月１日の「県民読書の日」を含む１０月１１日（土）から１１月９日（日）ま

での約１か月間を「秋田県読書フェスタ」期間とし、県主催事業として中学生・高校

生ビブリオバトル大会等を開催した。

そのほか、市町村の図書館・公民館等では、子どもから大人まで幅広い世代の県民

が読書に親しむ機会をもてるよう、工夫を凝らした図書展示や選書体験、外国語での

読み聞かせ、本や雑誌のリサイクルなど様々な読書イベントが行われた。

❖参考ＤＡＴＡ

実施市町村数と取組件数：（Ｒ７）２１市町村２５７件

（９）県民の寄贈によるリサイクル文庫の普及

子どもたちの身近な場所での読書環境づくりや、大人の読み聞かせを進めるため、

県民から寄贈された絵本や児童書を手入れした上で、配付を希望する保育所や児童ク

ラブ等へ届け、読書の楽しさをリレーする取組を行った。

▲「読んだッチ・リレー文庫」寄贈先 ▲「読んだッチ・リレー文庫」のポスター

❖参考ＤＡＴＡ

リサイクル文庫の設置先数（累計）：（Ｒ７）１，０５５か所
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（10）高齢者への読書活動推奨

Ｘ（旧：Twitter）「あきたブックネット」上で読書のバリアフリーに関する情報

提供を行った。

❖参考ＤＡＴＡ

「１日平均３０分以上読書をしている」と答える７０歳以上の割合：（Ｒ７）５１．８％

（11）書店団体等と連携した読書活動の推進

○「読書活動リトライキャンペーンの実施」

リトライイベントの開催に合わせ、「音楽」

に関連した書籍や資料を集めて紹介するキャン

ペーンを、県内の書店・図書館と連携し実施し

た。アーティストの著作や関連ＣＤ等、音楽を

入口とした読書の楽しみ方を提案し、読書活動

への関心を喚起した。

▲図書館での読書キャンペーン

（12）雑誌スポンサー制度の充実

民間企業等が雑誌スポンサー※となって、県立図書館や市町村立図書館へ雑誌の提

供を行い、雑誌コーナーの充実を図った。また、県立図書館では各スポンサー企業の

専門的な知識を生かして図書館資料を選定していただいた。

※雑誌スポンサー

図書館の雑誌に民間企業等の情報発信を組み込み、雑誌コーナーの充実を図ることを目

的とした雑誌寄贈の制度。選書は図書館で行い、スポンサー企業は購入費を負担する。

対象となる雑誌に専用カバーを取り付け、スポンサーとなっている企業名や広告を表示

するなどの方法で、企業活動を図書館利用者に周知することができる。

❖参考ＤＡＴＡ

公立図書館（県立図書館・市町村立図書館等）のスポンサー企業数：（Ｒ７）９４企業
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▲雑誌コーナー ▲雑誌スポンサーが選書した

資 料 の 紹 介 展 示

（13）読書活動の機運を高めるイベント等の実施

○「読書活動リトライイベント」の実施

「音楽」を入口に文学作品の世界観に触

れ、読書への興味・関心を高めてもらえるよ

う「聴く読書会」を実施した。フリーアナウ

ンサーの堀井美香さん、相場詩織さんによる

音楽にまつわる作品についての読書トークや

朗読、ピアニストによる生演奏のほか、会場

内にオーディオブックの試聴コーナーを設置

し、多様な読書の楽しみ方を提案した。

▲聴く読書会

○「あきたレビュー大賞２０２５」の実施

県民の読書に向かう機運を高めるため、書評を募集し、優秀な作品を表彰する

「あきたレビュー大賞２０２５」を実施し、県内書店等の協力を得て、募集の広報

や受賞作品の周知を行った。

受賞作品は選考委員の講評とともに新聞紙上に掲載したほか、「あきたブックネ

ット」及び特設サイト「let's be 読書の杜あきた」にも掲載するなど、様々な方

法によって周知をすることにより、読書意欲の喚起を行った。

▲あきたレビュー大賞２０２５書評募集チラシ ▲受賞作品の新聞広告
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５ 指標・実績一覧

施　　策 効果測定項目 R2基準値 R7実績値 R7目標値 ページ

1

各世代に対応した読書環境の整備

県立図書館の年間購入冊数
（R元）
14,063冊

12,706冊 15,000冊 3

2 県立図書館の新規登録者数
（R元）
2,067人

1,354人 2,300人 3

3 県立図書館の年間個人貸出冊数
（R元）

361,658冊
339,824冊 400,000冊 3

4
県民の読書ニーズに対応でき
るサービス機能の強化

「レファレンス・サービスを知ってい
る」と答える利用者の割合

（R元）
53.1％

隔年調査 60.0% 3

5
「レファレンス・サービスに満足して
いる」と答える利用者の割合

（R元）
84.0％

隔年調査 90.0% 3

7 閲覧件数
（R元）
33,557件

54,879件 40,000件 4

6
「秋田県立図書館デジタルアーカ
イブ」の活用促進

ウェブサイトやＳＮＳを活用した
情報発信

県立図書館ウェブサイトのアクセス数
（R元）

235,195件
260,581件 270,000件

4登録データ数（累計）
（R元）

605,687件
615,031件 615,000件

4

9
県立図書館Facebookページのフォロ
ワー数

（R元）
118人

222人 500人 4

8

子どもの読書習慣づくり

読書相談件数
（R元）
332件

332件 350件

12 おはなし会参加人数
（R元）
663人

476人 720人

5

11 おはなし会実施回数
（R元）
23回

24回 24回 5

10

5

13
児童会館での子どもの読書活動の
推進

県子ども読書支援センターから県児童
会館図書室への資料貸出冊数

（R元）
593冊

412冊 1,000冊 5

14 高齢者などへの読書支援
電話（対面）朗読ボランティア活用者
実数

（R元）
22人

5人 50人 －

15
「あきたブックネット」による情
報発信

Ｘ（旧Twitter）「あきたブックネッ
ト」のアクセス数

（R元）
1,510,644件

290,681件 2,100,000件 7

家庭における読書活動の推進  　計１５項目

16
幼稚園、保育所、認定こども園等
における読み聞かせの促進

新規採用者研修受講者の肯定的評価 90.0% 94.0% 93.0% 8

17

小・中学校における取組

「読書が好き」と答える児童の割合
（小学校６年生）

（R元）
82.0%

72.8% 82.0% 8

18
「読書が好き」と答える生徒の割合
（中学校３年生）

（R元）
76.6%

67.8% 80.0% 8

-

19
週に１回以上学校図書館等に行く児童
の割合（小学校６年生）

（R元）
23.9%

調査中止 30.0% -

9

20
週に１回以上学校図書館等に行く生徒
の割合（中学校３年生）

（R元）
7.6%

調査中止 20.0%

70.0% 9

高等学校における取組

１か月に１回以上学校図書館を利用す
る生徒の割合

20.1% 24.1% 40.0%21

22 １か月に本を１冊以上読む生徒の割合 61.4% 51.9%

代表指標

各世代を通じて「読書が好きだ」と答
える県民の割合

67.0% 65.3% 80％以上 －

2
各世代を通じて１日30分以上読書をし
ている県民の割合

44.2% 36.2% 70％以上 －

1
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23

特別支援学校における取組

校内の読書環境の整備と改善に毎月取
り組んでいる学校の割合

（R元）
73.0%

71.4% 95.0%

R7目標値

9

24
図書を活用した他の学校や地域の人々
との交流により、本に親しんだ幼児・
児童・生徒の割合

（R元）
60.0%

34.2% 95.0% 9

25
学校図書館の環境整備と研修機会
の提供

学校図書館への年間貸出冊数
（R元）
18,169冊

16,741冊 20,000冊 12

図書館利用と読書への興味・関心
を高める取組

「セカンドスクール的利用等の取組に
満足した」と答える児童・生徒・学生
の割合

（R元）
90.2%

89.3% 100.0%

ページ施　　策 効果測定項目 R2基準値 R7実績値

13

27
「図書館の仕事・役割を理解した」と
答える児童・生徒・学生の割合

（R元）
100.0%

96.4% 100.0% 13

26

学校における読書活動の推進　　計１２項目

28

資料貸出しや情報提供による支援

市町村立図書館等の年間個人貸出冊数
（R元）

2,371,796冊
2,108,478

冊
2,500,000冊 14

30 市町村立図書館等の相談件数

29 市町村立図書館等への年間貸出冊数
（R元）
21,319冊

15,877冊 23,000冊 14

（R元）
125件

103件 220件 14

31 市町村立図書館等職員の育成 「満足した」と答える参加者の割合
（R元）
98.3%

100.0% 100.0% 14

32

課題解決のための読書や図書館利
用の促進

「取組を知っている」と答える利用者
の割合

（R元）
65.5%

隔年調査 80.0% 15

33
「取組に満足している」と答える利用
者の割合

（R元）
64.0%

隔年調査 80.0% 15

34 市町村立図書館等のサービス実施館数
（R元）
56館

59館 60館 15

35
「子ども読書の日」の周知と取組
の推進

実施市町村数と取組件数
25市町村
176件

20市町村
123件

25市町村
200件

800冊

16

16

37
県子ども読書支援センターからボラン
ティア団体等への資料貸出

（R元）
5,648冊

5,907冊 6,000冊 16

読み聞かせ団体等への活動支援

県立図書館からボランティア団体等へ
の資料貸出

（R元）
713冊

859冊36

R7目標値 ページ

38 企業内文庫の普及啓発
「１日平均３０分以上読書をしてい
る」と答える２０～６０歳代の割合

40.7% 32.4% 70.0%

40

-

地域・職場における読書活動の推進　　計１１項目

施　　策 効果測定項目 R2基準値 R7実績値

18

39
視覚障害者等の図書館利用に係る
体制の整備

「障害者サービスを知っている」と答
える利用者の割合

- 隔年調査 50.0% 18

視覚障害者等の秋田県点字図書館
の利用に係る体制の整備

図書の製作数
（R元）

294タイトル
303タイトル 350タイトル

障害者サービス利用登録者数（累計） - 3人 50人

18

42 図書の貸出数
（R元）

7,408タイトル
14,597タイト

ル
7,700タイトル 18

41

44
大学図書館との相互貸借の年間借受冊
数

（R元）
52冊

39冊 60冊 19

43
大学図書館と県立図書館の連携強
化

19
大学図書館との相互貸借の年間貸出冊
数

（R元）
303冊

192冊 350冊

25



外部機関等と連携した図書館利用
促進

外部機関等への貸出冊数
（R元）
1,388冊

2,886冊 1,500冊 19

46 イベントの開催回数
（R元）
61回

44回 60回 19

45

47 「県民読書の日」の啓発
「県民読書の日」を知っていると答え
る参加者の割合

（R元）
84.8％

78.8% 90.0% 21

施　　策 効果測定項目 R2基準値 R7実績値 R7目標値 ページ

21

48 「秋田県読書フェスタ」の開催 実施市町村数と取組件数
21市町村
197件

21市町村
257件

25市町村
200件

51.8% 70.0%

21

49
県民の寄贈によるリサイクル文庫
の普及

リサイクル文庫の設置先数（累計）
（R元）
853か所

1,055か所 1,050か所

51 雑誌スポンサー制度の充実
公立図書館（県立図書館・市町村立図
書館等）のスポンサー企業数

（R元）
80企業

94企業 90企業 22

50

関係機関等との協働による読書活動の推進　　計１３項目

22高齢者への読書活動推奨
「１日平均３０分以上読書をしてい
る」と答える７０歳以上の割合

56.6%

26
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